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新
田
雅
章
博
士
は
『
天
台
実
相
論
の
研
究
』
の
中
「
実
相
と
縁
起
の
思
想
」
と
題
す
る
項
目
に
お
い
て
、
天
台
智
顗
の
縁
起
観
を
考
察

し
、
い
わ
ゆ
る
刹
那
縁
起
の
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
、『
法
華
玄
義
』
と
『
摩
訶
止
観
』
と
の
間
に
ズ
レ
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
刹

那
縁
起
と
は
、
妙
楽
湛
然
が
『
法
華
玄
義
釈
籤
』
に
「
一
刹
那
を
釈
す
れ
ば
、
俱
舎
に
ま
た
連
縳
等
の
四
を
い
う（
１
）。

刹
那
は
そ
の
一
つ
な

り（
２
）」、
と
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
仏
教
に
お
い
て
、
一
定
の
き
ま
っ
た
形
と
し
て
整
理
さ
れ
た
、
分
位
縁
起
、
刹
那
縁
起
、

連
縳
縁
起
、
遠
続
縁
起
の
四
種
の
縁
起
の
一
つ
を
い
う
。
こ
の
四
種
縁
起
の
内
容
を
大
ま
か
に
識
別
し
て
説
く
と
、
分
位
縁
起
・
連
縛
縁

起
・
遠
続
縁
起
の
三
種
の
縁
起
は
時
間
的
、
継
起
的
な
生
起
、
滅
の
因
果
の
関
係
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
た
縁
起
観
（
因
果
縁
起
）
で

あ
る
（
性
起
説
）
の
に
対
し
て
、
刹
那
縁
起
は
空
間
的
、
論
理
的
、
存
在
論
的
に
互
い
に
相
い
依
り
あ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
、
と
い
う

相
互
の
縁
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
た
縁
起
観
（
相
即
縁
起
）
と
（
性
具
説
）
み
る
こ
と
が
で
き
る（
３
）。
三
枝
充
悳
博
士
は
『
縁
起
の
思

想
』
に
お
い
て
、
刹
那
縁
起
に
つ
い
て
、「
一
刹
那
中
に
十
二
支
が
す
べ
て
具
わ
り
、
縁
起
の
論
理
的
依
存
関
係
に
近
づ
い
て
、
同
時
の

縁
起
の
こ
と
を
刹
那
縁
起
と
い
う（
４
）」、
と
示
し
、
新
田
雅
章
博
士
は
端
的
に
、「
一
刹
那
に
十
二
縁
起
を
構
成
す
る
無
明
以
下
の
十
二
支
の

す
べ
が
具
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
教
示
す
る
縁
起
説
で
あ
る（
５
）」、
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
刹
那
縁
起
を
『
法
華
玄
義
』
で
は
、
迹
門
十
妙

中
、
境
妙
段
に
お
い
て
、
仏
智
の
対
境
と
し
て
七
種
を
挙
げ
る
が
、
そ
の
第
二
、
因
縁
境
に
お
い
て
、
蔵
教
の
縁
起
観
と
し
て
説
示
し
て

い
る
。
当
該
箇
所
の
文
を
挙
げ
れ
ば
、

天
台
智
顗
に
お
け
る
十
二
因
縁
観
の
一
考
察

─
刹
那
縁
起
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
─

山

　内
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　久
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�

一
刹
那
の
十
二
因
縁
と
は
、
若
し
貪
心
を
以
て
殺
生
す
る
に
、
彼
の
相
応
の
愚
は
是
れ
無
明
、
相
応
の
思
は
是
れ
行
、
相
応
の
心
は

是
れ
識
な
り
、
有
作
の
業
を
起
こ
さ
ば
、
必
ず
名
色
有
り
。
有
作
の
業
を
起
こ
さ
ば
、
必
ず
六
入
有
り
。
彼
の
相
応
の
纏て
ん

は
是
れ
取

な
り
。
彼
の
身
口
の
作
業
は
是
れ
有
な
り
。
此
の
如
く
諸
法
生
ず
る
は
是
れ
生
、
此
の
諸
法
変
ず
る
は
是
れ
老
、
此
の
諸
法
壊
す
る

は
是
れ
死
な
り（
６
）。

と
あ
る
。
試
み
に
私
訳
を
施
し
て
み
た
い
。

　
　

�

極
め
て
短
い
一
瞬
の
間
の
行
為
に
十
二
因
縁
の
十
二
支
を
具
え
て
い
る（
７
）と

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
か
を
示
せ
ば
、
も
し
、
む
さ

ぼ
り
執
着
す
る
激
し
い
欲
望
の
心
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
生
き
も
の
を
殺
し
た
場
合
、
そ
の
瞬
間
の
事
象
と
結
合
関
係
に
あ
る
智
慧
に

欠
け
た
愚
か
な
迷
い
は
根
源
的
無
知
で
あ
る
無
明
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
（
貪
心
に
よ
る
殺
生
の
瞬
間
の
事
象
と
）
無
明
と
結
び

つ
い
て
い
る
心
の
動
機
づ
け
（
意
志
作
用
）
は
、
無
明
を
原
因
と
条
件
と
し
て
誤
っ
た
身
・
口
・
意
の
三
業
が
生
ず
る
そ
の
は
た
ら

き（
８
）（
行
。
形
成
力
あ
る
い
は
生
成
す
る
は
た
ら
き
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
（
貪
心
に
よ
る
殺
生
の
瞬
間
の
事
象
と
）
行
に
伴
う

心（
９
）は
、
対
象
の
認
識
を
行
う
認
識
作
用
（
識
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
身
・
口
・
意
に
よ
っ
て
な
す
行
為
（
貪
心
に
よ
る
殺
生
の
瞬
間

の
事
象
）
を
生
ぜ
し
め
活
動
さ
せ
た
場
合
、
そ
こ
に
は
必
ず
心
身
が
存
在
す
る
。（
貪
心
に
よ
る
殺
生
の
）
身
・
口
・
意
（
名
色
・

心
身
）
に
よ
っ
て
な
す
行
為
を
生
ぜ
し
め
活
動
さ
せ
た
場
合
、
そ
こ
に
は
必
ず
（
物
的
な
ら
び
に
心
的
存
在
で
あ
る
）
眼
根
・
耳

根
・
鼻
根
・
舌
根
・
身
根
・
意
根
の
感
覚
知
覚
器
官
（
六
入
）
が
存
在
す
る
。
貪
心
に
よ
っ
て
生
き
も
の
を
殺
す
瞬
間
の
事
象
に
伴

う
、
対
象
（
六
境
）
と
感
覚
知
覚
器
感
（
六
入
）
及
び
認
識
主
観
（
六
識
）
の
和
合
は
主
観
（
感
覚
器
感
と
そ
の
知
覚
作
用
。
感

官
）
と
客
観
（
対
象
）
と
の
接
触
（
触
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。（
貪
心
に
よ
る
殺
生
の
瞬
間
の
事
象
と
）
接
触
に
伴
う
感
受
作
用
は

認
識
作
用
の
結
果
と
し
て
の
感
受
で
あ
る
。
む
さ
ぼ
り
執
着
す
る
激
し
い
欲
望
は
と
り
も
な
お
さ
ず
渇
愛
に
ほ
か
な
ら
ず
（
貪
心
に

よ
る
殺
生
の
瞬
間
の
事
象
と
）
渇
愛
に
伴
う
煩
悩
は
執
着
（
取
）
に
ほ
か
な
ら
ず
（
貪
心
に
よ
る
殺
生
と
）
執
着
（
取
）
に
伴
う
身

体
と
こ
と
ば
に
よ
る
行
為
は
輪
廻
の
生
存
（
有
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
の
貪
心
に
よ
る
殺
生
の
瞬
間
に
無
明
以
下
、
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有
の
縁
起
の
依
存
関
係
が
あ
る
が
、
こ
の
迷
い
が
起
れ
ば
輪
廻
に
流
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
（
貪
心

に
よ
る
殺
生
の
瞬
間
の
）
現
象
界
の
事
物
、
存
在
の
あ
り
の
ま
ま
の
す
が
た
（
無
明
以
下
、
生
の
縁
起
関
係
）
が
変
化
し
た
な
ら
ば

そ
れ
は
老
に
ほ
か
な
ら
ず
、
こ
の
存
在
の
あ
り
の
ま
ま
の
す
が
た
が
変
化
し
て
滅
び
た
な
ら
ば
そ
れ
は
死
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ

る
）
（1
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
天
台
智
顗
は
刹
那
縁
起
を
「
貪
心
に
導
か
れ
て
殺
生
を
働
く
」
と
い
う
例
を
挙
げ
て
、
そ
の
行
為
に
十
二
支
が
依
存

的
に
関
係
し
合
い
、
そ
の
瞬
間
に
十
二
支
が
同
時
に
存
在
し
て
い
る
も
の
と
し
て
説
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
刹
那
縁
起
に
つ
い

て
『
法
華
玄
義
』
で
は
、
界
内
（
小
乗
仏
教
で
は
、
輪
廻
す
る
世
界
は
三
界
〈
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
〉
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
大
乗
仏

教
で
は
、
輪
廻
す
る
世
界
を
三
界
の
内
部
と
そ
れ
を
起
え
た
世
界
と
に
二
分
し
た
。
前
者
を
界
内
と
い
い
、
後
者
を
界
外
と
い
う
。
界
内

の
輪
廻
を
分
段
の
生
死
と
い
い
、
界
外
の
輪
廻
を
不
思
議
変
易
の
生
死
と
い
う
）
（（
（

）
の
鈍
根
の
弟
子
の
た
め
に
説
く
思
議
生
滅
の
十
二
因
縁

の
事
教
（
因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
る
差
別
の
事
相
）
（1
（

）
を
説
明
す
る
箇
所
に
お
い
て
教
示
し
て
い
る
。
周
知
の
通
り
、
思
議
生
滅
の
十
二
因
縁

と
は
、
四
教
（
蔵
通
別
円
）
中
、
蔵
教
の
対
境
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
十
二
因
縁
の
様
相
で
あ
り
）
（1
（

、
破
麁
顕
妙
の
相
待
妙
判
で
は
、

「
実
」
に
対
す
る
「
権
」、「
妙
」
に
対
す
る
「
麁
」
と
し
て
否
定
さ
れ
る
因
縁
境
）
（1
（

で
あ
る
。

　

新
田
雅
章
博
士
は
、
以
上
の
『
法
華
玄
義
』
に
お
け
る
刹
那
縁
起
の
解
釈
を
『
摩
訶
止
観
』
の
縁
起
解
釈
と
比
較
し
て
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

�『
摩
訶
止
観
』
を
み
る
と
（『
法
華
玄
義
』
の
刹
那
縁
起
解
釈
と
）
内
容
的
に
趣
意
を
同
じ
く
す
る
と
解
し
て
よ
い
縁
起
の
解
釈
が

「
不
生
不
滅
不
可
思
議
」
の
縁
起
観
、
す
な
わ
ち
縁
起
観
の
う
ち
に
あ
っ
て
も
っ
と
も
正
当
視
さ
れ
る
べ
き
縁
起
観
と
し
て
の
位
置

に
配
当
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
彼
自
身
の
説
く
と
こ
ろ
を
紹
介
す
れ
ば
、「
十
二
因
縁
、
十
如
、
十
境
は
異
心
の
な
か
に

あ
ら
ば
、
こ
れ
生
滅
思
議
な
り
、
一
念
心
の
な
か
に
あ
ら
ば
、
こ
れ
不
生
不
滅
不
可
思
議
な
り
、
華
厳
に
い
わ
く
、『
十
二
因
縁
は

一
念
の
心
の
中
に
あ
り
』
と
。
大
集
に
い
わ
く
、『
十
二
因
縁
は
一
人
の
一
念
に
悉
く
皆
具
足
す
』
と
。」
と
あ
る
。
こ
こ
に
紹
介
の
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縁
起
観
は
、
一
念
の
な
か
に
十
二
支
の
す
べ
て
が
同
時
に
具
足
さ
れ
て
い
る
関
係
を
説
く
縁
起
観
で
あ
る
と
言
う
点
で
、「
刹
那
」

縁
起
そ
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
も
こ
う
し
た
認
定
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、「
刹
那
」
縁
起
の
扱
い
を

め
ぐ
っ
て
『
法
華
玄
義
』
と
『
摩
訶
止
観
』
と
の
間
に
ズ
レ
が
あ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
）
（1
（

」（
括
孤
内
筆
著
註
）

新
田
博
士
は
こ
こ
で
『
法
華
玄
義
』
に
お
い
て
、
権
教
の
爾
前
諸
教
中
も
っ
と
も
粗
雑
な
教
法
に
位
置
付
け
ら
れ
る
蔵
教
の
麁
法
の
範
疇
、

即
ち
、
思
議
生
滅
の
十
二
因
縁
の
説
明
箇
所
で
説
か
れ
る
刹
那
縁
起
が
、『
摩
訶
止
観
』
で
は
実
教
で
あ
る
円
教
の
妙
の
内
容
を
教
示
す

る
不
生
不
滅
不
可
思
議
の
範
疇
で
説
か
れ
て
い
る
点
で
『
法
華
玄
義
』
と
『
摩
訶
止
観
』
の
刹
那
縁
起
を
め
ぐ
る
解
釈
に
違
い
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
率
直
に
い
っ
て
、
天
台
智
顗
に
お
け
る
一
刹
那
と
い
う
表
現
と
、
一
念
と
い
う
表
現
を
同
じ
意
味
と
し
て
捉
え
て
よ
い
の

か
と
い
う
素
朴
な
疑
問
が
起
こ
る
。
そ
こ
で
、
一
念
の
意
味
を
考
察
し
、
一
刹
那
と
の
違
い
を
検
証
し
て
み
た
い
。

　
『
摩
訶
止
観
』
第
九
下
、
禅
定
の
境
を
観
ず
る
段
の
、
諸
種
の
禅
定
が
発
る
よ
う
す
を
明
か
す
項
目
に
お
い
て
、
十
種
の
禅
定
の
一
つ

一
つ
を
詳
細
に
検
討
）
（1
（

し
て
い
る
が
、
そ
の
第
八
・
因
縁
の
発
る
よ
う
す
を
明
か
す
箇
所
に
お
い
て
、
一
念
に
十
二
因
縁
が
そ
な
わ
る
真
理

を
明
か
し
て
い
る
。
即
ち
、

　
　

�

ま
た
次
に
、
十
二
因
縁
・
十
如
・
十
境
が
異
心
の
中
に
在
れ
ば
、
こ
れ
は
生
滅
、
思
議
な
り
、
一
念
の
心
の
中
に
在
れ
ば
、
こ
れ
は

不
生
不
滅
不
可
思
議
な
り
。『
華
厳
』
に
い
わ
く
、「
十
二
因
縁
は
一
念
の
心
の
中
に
在
り
」
と
。『
大
集
』
に
い
わ
く
、「
十
二
因
縁

は
、
一
人
の
一
念
に
こ
と
ご
と
く
皆
な
具
足
す
」
と
。
此
れ
な
お
略
を
存
す
。
も
し
一
人
の
一
念
に
こ
と
ご
と
く
皆
な
十
界
・
十

如
・
十
二
因
縁
を
具
足
す
る
と
、
す
な
わ
ち
称
し
て
摩
訶
衍
の
不
可
思
議
の
十
二
因
縁
と
為
す
べ
き
の
み
）
（1
（

。

と
あ
る
。
で
は
、
池
田
魯
参
著
『
詳
解
摩
訶
止
観
（
現
代
語
訳
篇
）』
を
手
懸
り
に
解
釈
に
不
足
の
あ
る
所
は
補
い
つ
つ
現
代
語
私
訳
を

施
し
て
み
た
い
。

　
　

�

ま
た
（
蔵
教
・
通
教
・
別
教
の
前
三
教
に
お
け
る
、
下
智
・
中
智
・
上
智
の
思
議
の
因
縁
解
釈
に
お
い
て
）
（1
（

）
十
二
因
縁
や
十
如
や
十
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境
が
別
々
に
隔
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
在
り
よ
う
は
、
俗
界
・
色
界
・
無
色
界
の
三
界
内
に
お
い
て
、
諸
法
が
実
際
に
生
じ
た
り
、

滅
し
た
り
と
す
る
事
象
を
凡
夫
が
現
前
の
事
象
と
し
て
、
分
析
的
に
思
い
は
か
る
こ
と
の
で
き
る
三
蔵
教
の
教
説
の
理
解
で
あ
り
、

一
念
の
心
の
中
に
あ
る
、
と
い
う
在
り
よ
う
は
、
三
界
の
外
に
越
え
出
で
た
、
生
身
の
凡
夫
が
思
い
は
か
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
諸

法
が
生
じ
た
り
、
滅
し
た
り
す
る
そ
の
も
の
が
、
あ
り
の
ま
ま
に
生
ぜ
ず
、
滅
せ
ず
の
真
実
の
す
が
た
（
真
如
）
と
、
法
身
の
菩
薩

の
聖
人
が
理
解
す
る
円
教
の
不
思
議
不
生
不
滅
の
因
縁
観
（
解
釈
）
で
あ
る
。『
華
厳
経
』
は
、「
十
二
因
縁
は
、
一
念
の
心
の
中
に

あ
る
」
と
い
う
が
、『
大
集
経
』
は
、「
十
二
因
縁
は
、
一
人
の
一
念
に
す
べ
て
そ
な
わ
っ
て
い
る
」
と
い
う
が
、
こ
の
よ
う
な
表
現

で
も
ま
だ
充
分
で
は
な
い
。
い
う
の
で
あ
れ
ば
一
人
の
一
念
に
十
界
・
十
如
是
・
十
二
因
縁
の
す
べ
て
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
と
い
う

べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
が
大
乗
（
円
教
・
実
大
乗
）
の
思
慮
を
超
え
る
十
二
因
縁
の
理
解
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
）
（1
（

。

以
上
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
一
念
と
は
、

蔵
教
─
思
議
生
滅
の
十
二
因
縁

─
界
内
事
教

通
教
─
思
議
不
生
不
滅
の
十
二
因
縁
─
界
内
理
教

別
教
─
不
思
議
生
滅
の
十
二
因
縁

─
界
外
事
教

円
教
─
不
思
議
不
生
不
滅
の
十
二
因
縁
─
界
外
理
教

の
内
、
円
教
の
不
生
不
滅
不
可
思
議
の
十
二
因
縁
を
観
ず
る
一
念
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
『
摩
訶
止
観
』
で
は
、
こ
の
一
念
に
つ
い
て
、

　
　

�

ま
た
次
に
、「
一
念
」
と
い
う
は
、
世
人
が
一
・
異
の
定
相
に
取
著
す
る
に
同
じ
か
ら
ず
、
一
念
は
す
な
わ
ち
こ
れ
一
に
あ
ら
ず
異

に
あ
ら
ず
し
て
、
し
か
も
一
を
論
ず
る
の
み
）
11
（

。

池
田
魯
参
著
『
詳
解
摩
訶
止
観
現
代
語
訳
篇
』

　
　

�

ま
た
、
こ
こ
で
い
う
一
念
と
は
、
世
間
の
人
が
同
じ
も
の
か
、
異
な
る
も
の
か
と
限
定
し
た
が
る
よ
う
な
意
味
合
い
の
も
の
で
な
く
、



　　70

こ
の
一
念
は
、
同
じ
も
の
で
も
な
く
、
異
な
る
も
の
で
も
な
い
、
そ
の
当
体
（
そ
の
も
の
、
あ
り
の
ま
ま
、
本
体
、
諸
法
の
本
体
そ

の
も
の
、
あ
り
の
ま
ま
の
本
性
の
意
）
1（
（

）
を
「
一
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
）
11
（

。

と
し
て
、
一
念
即
十
二
因
縁
の
真
理
を
明
か
し
て
い
る
。

　

周
知
の
通
り
十
二
因
縁
と
は
、
一
応
、
衆
生
の
迷
い
の
構
造
を
十
二
の
因
果
関
係
に
お
い
て
整
備
し
表
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
上
記
の
、
円
教
不
生
不
滅
不
可
思
議
の
、
一
念
即
十
二
因
縁
が
、
衆
生
の
迷
い
そ
の
ま
ま
円
教
の
悟
り
と
、
救
い
の
一
念
即
十
二
因

縁
と
す
る
頽
廃
思
想
で
は
な
い
。

　

そ
こ
で
、
一
念
即
十
二
因
縁
の
構
造
を
示
す
、
円
教
の
不
生
不
滅
不
可
思
議
の
十
二
因
縁
を
み
て
み
た
い
。

　
『
摩
訶
止
観
』
第
九
下
で
は
、
先
の
一
念
に
、
十
二
因
縁
・
十
如
・
十
境
を
具
足
す
る
真
理
を
明
ら
か
に
す
る
前
段
に
お
い
て
、
最
初

に
、
思
議
の
十
二
因
縁
解
釈
を
声
聞
・
縁
覚
・
蔵
教
の
菩
薩
・
通
教
の
菩
薩
・
別
教
の
菩
薩
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
菩
提
を
得
る
因
縁
観

を
、
下
智
の
観
（
声
聞
の
菩
提
）、
中
智
の
観
（
縁
覚
・
蔵
教
の
菩
薩
・
通
教
の
菩
薩
の
菩
提
）、
上
智
の
観
（
別
教
の
菩
薩
の
菩
提
）
と

し
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
後
、
仏
の
菩
提
を
得
る
上
上
智
観
が
不
思
議
の
十
二
因
縁
と
し
て
明
か
さ
れ
る
。
即
ち
、

　
　

�

若
し
無
明
を
転
じ
て
仏
智
の
明
と
為
す
は
、
初
発
心
よ
り
十
二
因
縁
は
こ
れ
三
仏
性
な
り
と
知
る
。
若
し
通
じ
て
十
二
因
縁
を
観
ず

れ
ば
、
真
如
の
実
理
は
是
れ
正
因
仏
性
な
り
、
十
二
因
縁
を
観
ず
る
智
慧
は
是
れ
了
因
仏
性
な
り
、
十
二
因
縁
を
観
ず
る
に
心
が
諸

行
を
具
足
す
る
は
是
れ
縁
因
仏
性
な
り
。
若
し
別
し
て
観
ず
れ
ば
、
無
明
・
愛
・
取
は
即
ち
了
因
仏
性
な
り
、
行
・
有
は
即
ち
縁
因

仏
性
な
り
、
識
等
の
七
支
は
即
ち
正
因
仏
性
な
り
。
何
を
以
っ
て
の
故
に
、
苦
道
は
是
れ
生
死
な
り
、
生
死
の
身
を
変
ず
れ
ば
即
ち

法
身
な
り
、
煩
悩
は
こ
れ
闇
法
な
り
、
無
明
を
転
じ
て
明
と
為
す
、
業
行
は
是
れ
縛
法
な
り
、
縛
を
変
じ
て
解
脱
を
成
ず
、
三
道
に

即
し
て
是
れ
三
徳
な
れ
ば
な
り
。
性
徳
の
因
の
時
、
不
縦
不
横
な
る
を
三
仏
性
と
名
づ
く
。
修
徳
の
果
の
時
、
不
縦
不
横
な
る
こ
と

世
の
伊
字
の
如
き
を
三
徳
涅
槃
と
名
づ
く
。『
浄
名
』
に
云
く
、「
一
切
衆
生
は
、
即
ち
大
涅
槃
な
り
、
即
ち
是
れ
仏
な
り
、
即
ち
是

れ
菩
提
な
り
」
と
、
乃
ち
此
の
意
な
り
。
是
れ
を
上
上
智
観
を
も
っ
て
仏
の
菩
提
を
得
る
と
名
づ
く
）
11
（

。
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試
み
に
、
池
田
魯
参
著
『
詳
解
摩
訶
止
観
現
代
語
訳
篇
』
を
手
懸
り
に
し
て
解
釈
に
不
足
の
あ
る
所
は
補
足
し
て
私
訳
を
施
し
て
み
た
い
。

　
　

�
も
し
も
、
無
明
（
根
本
惑
、
煩
悩
の
本
体
の
こ
と
で
、
す
べ
て
の
煩
悩
の
根
本
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
天
台
で
は
独
自
の
意
味
が

附
与
さ
れ
て
い
る
。
三
諦
円
融
と
い
う
中
道
実
相
の
理
を
捉
え
る
智
慧
の
さ
ま
た
げ
と
な
る
惑
の
こ
と
）
11
（

）
を
転
換
し
て
、
仏
の
中
道

実
相
理
を
悟
る
智
慧
を
得
れ
ば
、
一
品
（
一
分
）
の
無
明
を
破
り
、
一
分
の
中
道
実
相
の
法
性
の
理
を
証
得
す
る
初
発
心
住
の
発
す

る
初
住
）
11
（

の
位
に
入
っ
た
時
か
ら
十
二
因
縁
は
正
因
仏
性
（
す
べ
て
の
も
の
に
本
来
そ
な
わ
る
理
。
真
如
）、
了
因
仏
性
（
理
を
照
ら

し
あ
ら
わ
す
智
慧
（
仏
性
に
見
立
て
た
も
の
）
縁
因
（
智
慧
）
を
起
す
縁
〈
条
件
〉
と
な
る
す
べ
て
の
善
行
）
11
（

）
の
三
仏
性
で
あ
る
こ

と
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
も
し
十
二
因
縁
の
全
体
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
観
ず
る
と
、
十
二
因
縁
の
境
の
真
実
の
普
遍
的
な
道
理
は

正
因
仏
性
で
あ
り
、
十
二
因
縁
を
観
ず
る
（
悟
る
）
智
慧
は
了
因
仏
性
で
あ
り
、
十
二
因
縁
を
観
ず
る
心
に
諸
行
を
具
足
す
る
の
は

縁
因
仏
性
で
あ
る
。
も
し
十
二
因
縁
の
一
々
を
個
別
に
分
け
て
三
因
仏
性
に
配
当
し
て
観
ず
る
と
、
無
明
（〈
過
去
の
因
〉
現
実
の

苦
の
生
存
の
根
本
原
因
と
な
る
根
源
的
無
知
〉
愛
（〈
現
在
の
因
〉
苦
楽
な
ど
の
感
受
に
よ
っ
て
対
象
を
憎
ん
だ
り
熱
望
し
た
り
す

る
強
い
欲
求
。
渇
愛
）
取
（〈
現
在
の
因
〉
生
じ
た
欲
求
に
よ
っ
て
、
対
象
を
求
め
た
り
忌
避
し
た
り
す
る
行
為
。
執
着
）
は
了
因

仏
性
で
あ
り
、
行
（〈
過
去
世
の
因
〉
無
明
が
条
件
と
な
っ
て
誤
っ
た
身
、
口
、
意
の
三
業
が
生
ず
る
そ
の
は
た
ら
き
）。
形
成
の
は

た
ら
き
）
有
（〈
現
在
世
の
因
〉
行
為
の
結
果
と
し
て
業
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
輪
廻
の
生
存
が
あ
る
）
は
縁
因
仏
性
で
あ

り
、
識
（〈
現
在
世
の
果
〉
認
識
作
用
）
名
色
（〈
現
在
世
の
果
〉
名
称
と
形
態
、
ま
た
は
精
神
と
物
質
、
心
身
）
六
入
（〈
現
在
世

の
果
〉
心
作
用
の
成
立
す
る
六
つ
の
場
、
眼
耳
鼻
舌
身
意
）
触
（〈
現
在
世
の
果
〉
感
官
と
対
象
と
の
接
触
）
受
（〈
現
在
世
の
果
〉

感
受
作
用
）
生
（〈
未
来
世
の
果
〉
生
ま
れ
る
こ
と
）
老
死
（〈
未
来
世
の
果
〉
無
）
11
（

常
な
す
が
た
）
の
七
支
は
正
因
仏
性
で
あ
る
。
な

ぜ
、
人
間
の
迷
い
が
生
起
す
る
経
過
、
仕
組
を
示
す
十
二
因
縁
を
三
因
仏
性
と
す
る
の
か
、
そ
れ
は
、
煩
悩
と
善
悪
の
業
に
因
っ
て

生
じ
た
苦
果
は
、
生
ま
れ
か
わ
り
死
に
か
わ
っ
て
、
絶
え
る
こ
と
の
な
い
迷
い
の
世
界
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
流
転
す
る
迷
い
の
身

を
変
ず
る
の
は
（
す
べ
て
の
も
の
が
本
来
の
相
は
真
実
寂
滅
の
理
体
で
あ
る
か
ら
）
す
べ
て
の
も
の
に
具
わ
る
不
生
不
滅
の
真
理
で
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あ
る
法
身
（
正
因
仏
性
）
に
ほ
か
な
ら
ず
（
生
死
の
迷
い
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
生
死
が
資
成
と
な
り
、
生
死
を
転
じ
て
涅
槃
が
得
ら

れ
る
）
無
明
・
貪
欲
・
瞋
恚
の
煩
悩
の
道
は
迷
）
11
（

い
の
普
遍
的
な
真
理
で
あ
る
が
、
無
明
を
明
と
転
換
す
る
の
は
般
若
（
了
因
仏
性
）

に
ほ
か
な
ら
ず
（
無
明
が
あ
る
か
ら
こ
の
無
明
を
転
じ
て
明
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
）、
煩
悩
に
依
っ
て
生
じ
る
善
悪
の
所
行
は
心

を
束
縛
し
て
真
実
の
認
識
な
い
し
活
動
を
な
さ
し
め
ず
、
苦
し
み
の
生
死
の
世
界
に
沈
淪
せ
し
め
る
貪
瞋
癡
の
煩
悩
で
あ
る
が
）
11
（

こ
の

煩
悩
を
変
ず
れ
ば
、
す
べ
て
の
煩
悩
よ
り
解
き
放
た
れ
解
脱
（
縁
因
仏
性
）
を
成
就
す
る
（
縛
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
縛
を
解
い
て
解

脱
が
得
ら
れ
る
）
わ
け
で
、
こ
の
煩
悩
・
業
・
苦
の
三
道
は
法
身
・
般
若
・
解
脱
の
三
徳
に
な
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
（
円
教
の
不

生
不
滅
不
可
思
議
の
）
十
二
因
縁
の
意
味
す
る
真
理
が
先
天
的
（
性
徳
）
に
本
性
と
し
て
そ
な
わ
っ
て
い
て
、
縦
と
横
を
起
え
て
円

融
し
て
一
体
不
離
で
あ
る
か
ら
三
因
仏
性
と
い
う
の
で
あ
り
、
修
行
に
よ
っ
て
後
天
的
（
修
徳
）
に
こ
の
十
二
因
縁
の
さ
と
り
を
得

た
と
き
、
世
間
の
悉し
っ

曇た
ん

文
字
の
伊
字
の
三
点
が
縦
に
も
横
に
も
一
列
に
並
ば
ず
相
い
融
け
合
っ
て
一
体
不
離
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
か

ら
涅
槃
の
三
徳
と
い
う
の
で
あ
る
。『
維
摩
経
』
が
、「
生
き
と
し
て
生
き
け
る
も
の
す
べ
て
が
悟
り
の
智
慧
、
菩
提
を
完
成
し
た
境

地
）
11
（

の
大
涅
槃
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
れ
は
迷
い
を
断
ち
切
っ
て
得
た
悟
り
の
智
慧
、
境
地
、
涅
槃
）
1（
（

に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
い
う
の
は
、

こ
の
意
で
あ
る
）
11
（

。
こ
れ
が
上
上
智
の
観
に
よ
っ
て
仏
の
菩
提
を
得
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
）
11
（

。（
以
上
現
代
語
訳
）

す
な
わ
ち
、
十
二
因
縁
の
項
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
煩
悩
・
業
・
苦
の
三
道
に
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
十
二
因
縁
と
は
、
衆
生
の
苦

な
る
生
存
、
迷
い
の
基
本
構
造
を
十
二
の
項
目
の
系
列
を
立
て
て
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。
し
か
る
に
、
こ
の
三
道
（
煩
悩
・
業
・
苦
）

に
合
わ
せ
、
む
す
び
つ
け
ら
れ
る
十
二
因
縁
も
、
円
教
の
行
位
に
お
け
る
、
聖
位
の
初
め
、
中
道
実
相
の
理
こ
と
わ
りを

悟
る
初
住
（
別
教
で
は
初

地
）
の
位
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
十
二
因
縁
が
三
因
仏
性
・
三
徳
に
ほ
か
な
ら
な
い
真
理
で
あ
る
こ
と
を
悟
る
と
し
て
、
こ
の
真
理
が
不

生
不
滅
不
可
思
議
の
十
二
因
縁
の
境
（
理
）
と
智
で
あ
る
こ
と
を
教
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

上
来
の
検
討
を
ま
と
め
て
結
論
付
け
て
み
る
と
、『
法
華
玄
義
』
第
二
下
に
教
示
さ
れ
た
刹
那
の
縁
起
と
は
、
蔵
教
・
通
教
・
別
教
・

円
教
の
四
教
中
、
対
象
を
分
析
し
て
、
差
別
の
事
相
の
原
理
を
悟
る
蔵
教
4

4

（
俗
界
・
色
界
・
無
色
界
の
三
界
六
道
の
断
惑
証
理
〈
見
思
惑
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の
伏
断
〉）
の
範
疇
の
縁
起
観
で
、
刹
那
と
い
う
一
瞬
で
あ
っ
て
も
時
間
的
隔
た
り
が
存
す
る
。
し
か
し
、『
摩
訶
止
観
』
に
お
け
る
、
不

生
不
滅
不
可
思
議
の
十
二
因
縁
を
悟
る
一
念
と
は
、
十
二
因
縁
の
あ
り
の
ま
ま
の
本
性
、
本
体
、
即
ち
、
そ
の
当
体
を
即
一
念
と
し
て
い

る
。
ま
た
、『
法
華
玄
義
』
第
二
下
の
刹
那
縁
起
が
、
蔵
教
、
下
品
（
最
も
能
力
や
素
質
の
劣
っ
て
い
る
）
の
思
議
生
滅
の
立
場
か
ら
、

十
二
因
縁
を
存
在
論
的
に
分
析
し
て
、
十
二
因
縁
に
よ
る
衆
生
の
迷
い
の
一
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
摩
訶

止
観
』
第
九
下
で
は
、
円
教
の
上
上
智
観
（
仏
性
を
開
発
し
尽
く
す
、
円
教
の
こ
の
上
な
い
絶
対
の
智
慧
）
に
よ
っ
て
、
十
二
因
縁
の
真

理
を
正
し
く
観
察
し
た
場
合
、
煩
悩
・
業
・
苦
の
三
道
に
結
び
合
わ
せ
ら
れ
る
十
二
因
縁
も
、
翻
せ
ば
、
正
因
・
了
因
・
縁
因
の
三
因
仏

性
と
、
法
身
・
般
若
・
解
脱
の
三
徳
に
ほ
か
な
ら
な
い
実
相
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
三
因
仏
性
、
三
徳
と
相
互
に
融
合
し
あ
い
、
一
体
不

離
と
な
っ
て
い
る
十
二
因
縁
こ
そ
、
一
念
に
具
足
す
る
不
生
不
滅
不
可
思
議
の
十
二
因
縁
で
あ
る
と
明
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
『
法
華
玄
義
』
第
二
下
の
一
刹
那
に
具
す
十
二
因
縁
と
『
摩
訶
止
観
』
第
九
下
の
一
念
に
具
す
十
二
因
縁
と
の
違
い
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

妙
楽
湛
然
は
、『
法
華
玄
義
釈
籤
』
第
二
下
ノ
八
ノ
左
に
お
い
て
、
智
顗
の
刹
那
縁
起
の
説
を
解
釈
し
て
、「
具
に
は
止
観
七
ノ
記
の
如

し
」
示
し
て
い
る
が
、
宝
地
房
証
真
の
『
法
華
玄
義
私
記
』
第
二
末
二
十
三
ノ
左
で
は
「
第
八
に
在
り
」、
と
示
し
、
慧
澄
癡
空
の
『
法

華
玄
義
講
義
』
第
二
ノ
三
十
三
ノ
右
で
は
、
湛
然
の
「
止
観
第
七
に
記
」
は
『
摩
訶
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
の
八
ノ
二
ノ
二
、
と
示
し
、
大

宝
守
脱
の
『
法
華
玄
義
講
述
』
で
は
、
同
じ
く
妙
楽
湛
然
の
「
止
観
第
七
に
記
す
」
を
「
輔
行
八
ノ
二
ノ
二
紙
」
と
示
し
て
い
る
た
め
、

そ
の
輔
行
八
ノ
二
ノ
二
紙
の
妙
楽
湛
然
に
お
け
る
『
摩
訶
止
観
』
所
説
の
一
念
の
意
味
の
解
釈
を
み
る
と
、「
一
念
と
言
う
は
極
促
の
一

刹
那
の
時
を
謂
う
に
非
ず
、
善
悪
の
業
（
十
二
因
縁
の
三
道
の
悪
が
、
円
教
に
お
い
て
三
仏
性
、
三
徳
と
開
会
さ
れ
て
）
成
ず
る
を
謂
い

て
名
づ
け
て
一
念
と
為
す
」、
と
説
か
れ
て
い
て
、
一
刹
那
と
の
混
同
を
危
惧
し
て
い
る
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
妙
楽
湛

然
も
、
一
刹
那
と
一
念
と
意
味
は
違
う
と
位
置
付
け
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
『
摩
訶
止
観
』
第
八
ノ
二
ノ
二
右
、

陰
入
界
境
の
十
種
の
止
観
法
中
、
第
七
の
助
道
対
治
の
箇
所
を
み
る
と
、「
断
常
を
計
す
る
こ
と
起
ら
ば
三
世
の
因
縁
を
も
っ
て
助
け
、
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我
人
を
計
す
る
こ
と
起
ら
ば
、
二
世
の
因
縁
を
も
っ
て
助
け
、
性
実
を
計
す
る
こ
と
起
ら
ば
、
一
念
の
因
縁
を
も
っ
て
助
け
よ
」、
と
あ

る
。
私
訳
を
施
す
と
、「
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
に
わ
た
っ
て
断
常
の
二
見
を
破
し
、
現
在
と
未
来
の
二
世
に
わ
た
っ
て
我
を
破
し
、

一
念
に
お
い
て
性
を
破
す
る
も
の
で
あ
る
」。
性
実
と
は
、
中
村
元
著
『
佛
教
語
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
サ
ー
ン
キ
ャ
学
派
で
説
く
自
性

（
根
本
質
料
因
）
が
常
住
な
る
こ
と
」、
と
あ
る
の
で
参
考
ま
で
に
記
し
て
お
く
。
ま
た
、『
摩
訶
止
観
』
で
、
十
乗
観
法
を
明
か
す
際
、

そ
の
第
一
の
観
不
思
議
境
を
説
明
す
る
と
こ
ろ
に
有
名
な
一
念
三
千
が
説
か
れ
る
が
、
こ
こ
で
以
下
の
様
な
文
が
あ
る
。

　
　

�

ま
た
、
一
心
、
前
に
在
り
て
一
切
法
、
後
に
在
り
と
も
言
わ
ず
。
ま
た
、
一
切
法
、
前
に
在
り
て
一
心
、
後
に
在
り
と
も
言
わ
ず

（
中
略
）。
も
し
一
心
よ
り
一
切
法
を
生
ぜ
ば
、
此
れ
即
ち
是
れ
縦
な
り
、
若
し
、
心
、
一
時
に
一
切
法
を
含
ま
ば
、
此
れ
即
ち
是
れ

横
な
り
。
縦
も
ま
た
不
可
な
り
。
横
も
ま
た
不
可
な
り
。
祗
だ
心
は
是
れ
一
切
法
に
し
て
、
一
切
法
は
是
れ
心
な
り
）
11
（

」。

つ
ま
り
、
一
心
と
一
切
法
（
三
千
世
界
）
の
、
前
後
・
本
末
な
ど
を
論
じ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
の
教
義
か
ら

示
せ
ば
、『
事
理
供
養
御
書
』
の
、

　
　

�

爾
前
の
経
々
の
心
は
、
心
よ
り
万
法
を
生
ず
。
譬
へ
ば
心
は
大
地
の
ご
と
し
、
草
木
は
万
法
の
ご
と
し
と
申
す
。
法
華
経
は
し
か
ら

ず
。
心
す
な
わ
ち
大
地
、
大
地
即
ち
草
木
な
り
。
爾
前
の
経
々
の
心
は
、
心
す
む
は
月
の
ご
と
し
、
心
の
き
よ
き
は
花
の
ご
と
し
、

法
華
経
は
し
か
ら
ず
。
月
こ
そ
心
よ
、
花
こ
そ
心
よ
と
申
す
法
門
な
り
）
11
（

」

に
通
ず
る
の
が
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
「
一
念
」
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
の
、
こ
の
よ
う
な
言
及
は
独
断
で
は
な

く
、
そ
の
思
想
の
基
盤
が
天
台
智
顗
・
妙
楽
湛
然
、
両
大
師
の
円
教
教
理
論
に
あ
る
。
そ
し
て
、
天
台
・
妙
楽
、
両
大
師
の
教
理
に
矛
盾

は
無
い
の
で
あ
る
。

（
注
）

（
１
）　

新
田
雅
章
著
『
天
台
実
相
論
の
研
究
』
五
五
二
頁
。
昭
和
五
十
六
年
二
月
二
十
日
発
行
。
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（
２
）　
『
法
華
玄
義
釈
籤
』
第
二
下
ノ
八
ノ
左
。『
天
台
大
師
全
集
』（
以
下
『
天
全
』
と
略
称
）
第
二
巻
、
一
八
頁
。

（
３
）　

勝
呂
信
静
編
『
法
華
経
の
思
想
と
展
開
』
所
収
、
花
野
充
道
稿
「
智
顗
の
縁
起
論
の
考
察
」
参
照
。
二
〇
〇
一
年
三
月
二
十
日
発
行
。

（
４
）　

三
枝
充
悳
著
『
縁
起
の
思
想
』
一
八
頁
。
二
〇
〇
〇
年
七
月
二
十
日
発
行
。

（
５
）　

新
田
雅
章
著
『
天
台
実
相
論
の
研
究
』
五
四
六
頁
。

（
６
）　
『
法
華
玄
義
』
第
二
下
ノ
八
ノ
左
。『
天
全
』
第
二
巻
、
一
八
頁
。

（
７
）　

中
村
元
著
『
仏
教
語
大
辞
典
・
縮
刷
版
』［
刹
那
］［
刹
那
縁
起
］
八
二
七
頁
参
照
。
昭
和
五
十
六
年
五
月
二
十
日
発
行
。

（
８
）　

田
村
芳
朗
・
藤
井
教
公
著
『
法
華
経
』
上
巻
仏
典
講
座
７
、《
十
二
因
縁
》
四
二
六
─
四
二
七
頁
、
参
照
。
一
九
九
五
年
五
月
三
十
日
再
版

発
行
。

（
９
）　

新
田
雅
章
著
『
摩
訶
止
観
』
仏
典
講
座
25
、
で
は
、
心
・
意
・
識
の
説
明
に
お
い
て
、
識
を
「
対
象
を
個
々
別
々
に
了
知
す
る
側
面
を
識
と

名
づ
け
て
」
と
示
し
て
い
る
の
で
参
照
。
三
二
三
頁
。
一
九
八
九
年
九
月
二
十
日
初
版
発
行
。

（
10
）　

十
二
因
縁
の
一
々
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
田
村
芳
朗
・
藤
井
教
公
共
著
『
法
華
経
』
上
、《
十
二
因
縁
》
四
二
七
頁
を
参
考
と
し
た
。

（
11
）　

管
野
博
史
訳
註
『
法
華
玄
義
』（
上
）（
２
）
界
内
。
二
〇
七
頁
、
参
照
。
一
九
九
五
年
三
月
十
六
日
初
版
発
行
。

（
12
）　

管
野
博
史
著
『「
法
華
玄
義
」
入
門
』
二
五
一
頁
、「
事
は
、
因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
る
差
別
の
事
相
、
理
は
そ
の
差
別
相
の
根
底
に
あ
る
平
等

な
理
性
を
指
し
ま
す
」
と
示
す
、
参
照
。
一
九
九
七
年
七
月
三
十
日
初
版
発
行
。

（
13
）　
『
法
華
玄
義
』
第
二
下
ノ
二
ノ
左
『
天
全
』
第
二
巻
、
五
頁
、「
思
議
両
種
の
因
縁
と
は
、
利
鈍
の
両
縁
の
為
の
界
内
の
法
を
弁
ず
る
な
り
。

『
中
論
』
に
云
は
く
、
鈍
根
の
弟
子
の
為
め
に
十
二
因
縁
生
滅
の
相
を
説
く
と
」。
参
照
。

（
14
）　
『
法
華
玄
義
』
第
二
下
ノ
十
九
ノ
左
。『
天
全
』
第
二
巻
、
六
五
頁
「
前
の
三
は
是
れ
権
な
る
が
故
に
麁
と
為
す
、
後
の
一
は
是
れ
実
な
る
が

故
に
妙
と
為
す
」。
参
照
。

（
15
）　

新
田
雅
章
著
『
天
台
実
相
論
の
研
究
』
五
五
一
頁
─
五
五
二
頁
。

（
16
）　

池
田
魯
参
著
『
詳
解
摩
訶
止
観
研
究
註
訳
篇
』
一
六
二
頁
、
参
照
。
一
九
九
七
年
六
月
十
日
初
版
発
行
。

（
17
）　
『
摩
訶
止
観
』
第
九
ノ
三
ノ
四
十
ノ
右
。『
天
全
』
第
五
巻
、
三
八
二
頁
─
三
八
三
頁
。
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（
18
）　

池
田
魯
参
著
『
詳
解
摩
訶
止
観
研
究
註
訳
篇
』
一
七
一
頁
。
参
照
。
四
種
の
十
二
因
縁
を
観
ず
る
智
に
つ
い
て
は
『
法
華
玄
義
』
第
三
上
ノ

四
十
九
ノ
右
―
五
十
ノ
右
。『
天
全
』
第
二
巻
、
四
一
三
頁
─
四
一
六
頁
に
体
系
的
に
教
示
さ
れ
て
い
て
こ
の
『
摩
訶
止
観
』
の
説
明
と
相
応

す
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
19
）　

池
田
魯
参
著
『
詳
解
摩
訶
止
観
現
代
語
訳
篇
』
六
二
八
頁
。

（
20
）　
『
摩
訶
止
観
』
第
九
下
ノ
三
ノ
四
十
ノ
右
。『
天
全
』
第
五
巻
、
三
八
二
頁
─
三
八
三
頁

（
21
）　
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
辞
典
・
教
学
篇
』［
当
体
］
八
八
九
頁
。
平
成
十
五
年
十
月
十
三
日
発
行
。

（
22
）　

池
田
魯
参
著
『
詳
解
摩
訶
止
観
現
代
語
訳
篇
』
六
二
九
頁
。

（
23
）　
『
摩
訶
止
観
』
第
九
ノ
三
ノ
三
十
六
ノ
右
─
三
十
六
ノ
左
。『
天
全
』
第
五
巻
、
三
七
七
頁
―
三
七
八
頁
。

（
24
）　

新
田
雅
章
著
『
摩
訶
止
観
』
仏
典
講
座
25
。《
無
明
》
一
九
八
頁
、
参
照
。
一
九
八
九
年
九
月
二
十
日
発
行
。

（
25
）　
『
法
華
玄
義
』
第
五
上
ノ
十
九
ノ
左
。『
天
全
』
第
三
巻
、
三
九
三
頁
。
位
妙
段
で
は
、
位
の
数
を
明
か
す
項
に
お
い
て
、「
二
に
十
住
の
位

を
明
か
す
と
は
、
相
似
の
十
信
従
り
能
く
十
住
の
真
の
中
智
に
入
る
を
以
っ
て
な
り
。
初
発
心
住
の
発
す
る
時
、
三
種
の
心
発
す
。
一
に
縁
因

の
善
心
発
し
。
二
に
了
因
の
慧
心
発
し
、
三
に
正
因
の
理
心
発
す
。
即
ち
是
れ
前
の
境
・
智
・
行
妙
の
三
種
開
発
す
る
な
り
。
住
と
は
、
三
徳

涅
槃
に
住
す
る
な
り
。
縁
因
の
心
発
す
る
は
、
即
ち
是
れ
不
可
思
議
解
脱
、
首
楞
厳
定
に
住
す
。
慧
心
発
す
る
は
、
即
ち
是
れ
摩
訶
般
若
、
畢

竟
の
空
に
住
す
。
正
因
の
心
発
す
る
は
、
即
ち
是
れ
実
相
法
身
、
中
道
第
一
義
に
住
す
る
な
り
」。
と
あ
る
。
本
論
中
の
『
摩
訶
止
観
』
の
文

の
意
味
と
相
応
さ
せ
、
初
発
心
を
初
住
と
解
釈
し
た
。

（
26
）　

多
田
孝
正
著
『
法
華
玄
義
』
仏
典
講
座
26
，《
三
佛
性
》
一
八
五
頁
、
参
照
。
昭
和
六
十
年
五
月
一
日
発
行
。

（
27
）　

三
世
両
重
の
因
果
に
つ
い
て
は
、『
法
華
玄
義
』
第
二
下
ノ
五
ノ
右
。『
天
全
』
第
二
巻
、
一
一
頁
、
境
妙
段
思
議
生
滅
の
十
二
因
縁
釈
に
お

け
る
「
因
は
是
れ
縁
起
に
し
て
果
は
是
れ
縁
生
な
り
。
即
ち
二
は
縁
起
、
五
は
縁
生
、
三
は
縁
起
、
二
は
縁
生
な
り
（
後
略
）」
及
び
、
管
野

博
史
訳
註
『
法
華
玄
義
』（
上
）（
10
）
二
〇
九
頁
、「
無
明
行
の
二
支
は
過
去
世
の
因
で
あ
る
か
ら
縁
起
、
識
・
名
色
・
六
入
・
触
・
受
の
五

支
は
現
在
世
の
果
で
あ
る
か
ら
縁
生
、
愛
・
取
・
有
の
三
支
は
現
在
世
の
因
で
あ
る
か
ら
縁
起
、
生
・
老
死
の
二
支
は
未
来
世
の
果
で
あ
る
か

ら
縁
生
と
そ
れ
ぞ
れ
規
定
さ
れ
る
」、
を
参
照
し
た
。
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（
28
）　

多
田
孝
正
著
『
法
華
玄
義
』
仏
典
講
座
26
、《
十
種
》
三
道
。
一
八
三
頁
、
参
照
。

（
29
）　

中
村
元
著
『
仏
教
語
大
辞
典
・
縮
刷
版
』［
縛
］
一
一
〇
一
頁
。
参
照
。

（
30
）　

多
田
孝
正
著
『
法
華
玄
義
』
仏
典
講
座
26
、《
涅
槃
》
六
八
頁
、
参
照
。

（
31
）　

多
田
孝
正
著
『
法
華
玄
義
』
仏
典
講
座
26
、《
菩
提
》
一
九
七
頁
、
参
照

（
32
）　

十
二
因
縁
の
三
道
が
即
三
徳
、
三
仏
性
と
な
る
。
等
の
開
会
の
論
理
構
造
は
『
法
華
玄
義
』
第
五
下
、
迹
門
十
妙
中
、
第
五
、
三
法
妙
の
類

通
三
法
の
段
に
相
対
種
の
開
会
と
し
て
説
明
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
因
み
に
、
筆
者
は
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
発
行
、〈
現
代
宗
教

研
究
所
所
報
〉『
現
代
宗
教
研
究
』
第
五
十
八
号
に
相
対
種
開
会
に
つ
い
て
「
煩
悩
即
菩
提
」
と
は
─
相
対
種
開
会
の
内
的
構
造
、
と
題
し
て

考
察
し
、
掲
載
し
た
。

（
33
）　

こ
の
『
摩
訶
止
観
』
第
九
下
に
お
け
る
上
上
智
の
不
生
不
滅
不
可
思
議
の
十
二
因
縁
観
は
、『
法
華
玄
義
』
第
二
下
、
境
妙
段
の
不
思
議
不

生
不
滅
の
十
二
因
縁
境
の
説
明
箇
所
、
及
び
、
同
じ
く
『
法
華
玄
義
』
第
三
上
、
智
妙
段
の
四
種
の
十
二
因
縁
の
境
に
対
し
て
、
四
種
の
智
を

も
っ
て
明
か
す
項
の
、
上
上
智
に
よ
る
十
二
因
縁
観
の
説
明
箇
所
と
相
応
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
詳
し
く
は
参
照
さ
れ
た
い
。

（
34
）　
『
摩
訶
止
観
』
第
五
ノ
三
ノ
二
十
ノ
左
―
三
ノ
二
十
四
ノ
右
。『
天
全
』
第
三
巻
、
二
七
一
頁
─
二
九
〇
頁
。

（
35
）　
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
第
二
巻
、「
事
理
供
養
御
書
」
一
二
六
三
頁
。




